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人を対象とする生命科学・医学系研究に関する情報の公開 

研究倫理審査委員会番号 2024b-5 

研究課題名 前思春期 Turner症候群の血清エストラジオール値と骨密度に関する

検討：多機関共同前方視的観察研究 

所属科 滋賀医科大学 小児科学講座 

研究責任者 長井 静世 

研究期間 滋賀医科大学学長許可日～2040年 3月 

研究概要  ○目的 

Turner症候群の女性（Turner女性）にとって、骨密度低下に伴う易

骨折性が重要な課題の 1 つです。TS 女性の骨密度低下には、性腺機

能低下症が関与していると考えられており、適切な性腺補充療法を

行うことが重要です。 

近年、健常女児において、前思春期からエストラジオールが分泌され

ていることが示されています。また、早期から経皮的エストラジオー

ル製剤を投与することで、成人身長改善効果や適切な思春期発来が

得られることが示されています。 

本研究の目的は、前思春期 Turner 女性の血清 E2 値を示し、骨密度

との関連を示すこと、早期 E2治療を行った時の成人期の骨密度や最

終身長への影響を明らかにすることです。 

 

○対象 

前思春期 Turner症候群の女性のうち、性腺補充療法を行っていない

患者さんです。 

 

○方法 

1年毎に血液検査、骨密度の測定をします。主治医の臨床判断により

早期 E2 治療または従来の E2 治療を開始します。性腺機能低下症を

合併しない場合には、性腺補充療法は実施しません。治療開始後は、

半年毎に血液検査を実施します。血液検体は、東京都立小児総合医療

センターからあすか製薬メディカルへと搬送します。 

 

○利用する項目 

① 登録時 

患者背景、血液検査、腰椎骨密度、骨年齢 

② 性腺補充療法開始前 

身体所見、血液検査、腰椎骨密度、骨年齢 

③ 性腺補充療法開始後 

身体所見、血液検査、腰椎骨密度、骨年齢、治療内容 
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④ 成人期最終調査 

身体所見、血液検査、腰椎骨密度、月経に関する調査 

 

倫理的配慮・個人情報

の保護の方法について 

本試験は，ヘルシンキ宣言に基づく倫理的原則（2013 年フォルタレ

ザ修正）及び人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針

（令和 5年 7月 1日 施行 文部科学省・厚生労働省・経済産業省）に

従い，本試験実施計画書を遵守して実施します．また，個人情報等の

取扱いに関しては，個人情報保護法（令和 3年 5月 19日改正法令公

布）および関連条例等に規定される規律を遵守します． 

本試験の実施に先立ち，倫理委員会の審査・承認を得ます．その上で，

滋賀医科大学学長の承認を得ます．試験期間を通じ，倫理委員会の審

査の対象となる文書が変更または改訂された場合（軽微な変更また

は改訂は除く）には，再度審議し，承認を受けた上で本試験を実施し

ます．その際の再同意は不要とします． 

研究実施に係る試料や情報等を取扱う際は，仮名加工情報に加工し

た上で適切に管理し，被験者の秘密保護に十分配慮します．特定の個

人を識別できないように加工した仮名加工情報を研究責任者のパソ

コン内にファイルにパスワードをかけた状態で保管します．情報等

を研究事務局等の関連機関に送付する場合は，被験者の個人情報が

院外に漏れないよう十分配慮します．すなわち仮名加工情報のみ，フ

ァイルにパスワードをかけられた状態で，電子メールにて研究者間

で授受されます．また，研究の結果を公表する際は，被験者を特定で

きる情報を含まないようにします．研究の目的以外に，研究で得られ

た被験者の試料等を使用しません。 

 

上記の研究に情報を利用することをご了承いただけない場合は，研

究の問い合わせ先までご連絡ください． 

臨床研究登録の有無 無  （臨床研究登録番号：       ） 

結果の公表について 個人情報を消去した上で，集計されたデータのみを国内外の学術集

会・学術雑誌などで公表します． 

利益相反について 本研究の計画，実施，発表に関して可能性のある利益相反はありませ

ん． 

資金源について 資金源は、東京都立病院臨床研究費及び研究責任者が所属する診療

科の研究費です． 

試料・情報提供元の機

関名・その長の氏名 

滋賀医科大学学長 上本伸二 

試料・情報の管理に 

ついて責任を有する者 

同上 
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研究代表機関名・ 

研究代表者の氏名 

（多機関共同研究の 

場合のみ記載） 

東京都立小児総合医療センター 内分泌・代謝科 池側研人 

上記の他に試料・情報

を利用する者 

（共同研究機関等） 

□ 無    □ 有 

（有の場合） 

○機関名およびそれぞれの研究責任者（or研究代表者）氏名 

大阪母子医療研究センター 川井正信 

大分大学 糸永知代 

新潟大学 澤野堅太郎 

長野県立こども病院 長崎啓祐 

産業医科大学 齋藤玲子 

北九州総合病院 山本幸代 

大阪市立総合医療センター 森潤 

北海道大学 森川俊太郎 

川崎市立川崎病院 柴田浩憲 

宮崎大学 明利総瑠 

弘前大学 八木弘子 

兵庫県立こども病院 尾崎佳代 

昭和大学 永原敬子 

大阪大学 橘真紀子 

東京慈恵会医科大学 田嶼朝子 

今村総合病院 溝田美智代 

旭川医科大学 鈴木滋 

さいたま市立病院 阿部清美 

滋賀県立総合病院 松井克之 

滋賀医科大学 長井静世 

関西医科大学香里病院 田邉裕子 
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（海外に試料・情報を提供する場合） 

○当該外国の名称 

 

 

○（適切かつ合理的な方法により得られた）当該外国における個人情

報の保護に関する制度についての情報 

 

 

○情報提供を行う者が講ずる個人情報の保護のための措置に関する

情報 

研究の問い合わせ先 滋賀医科大学研究責任者：長井 静世 

  滋賀医科大学医学部附属病院 小児科 

  〒520-2192 滋賀県大津市瀬田月輪町 

  TEL: 077-548-2228 
 


